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◇
第
十
八
回
二
〇
二
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
開
催 

 

第
十
八
回
二
〇
二
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
二

〇
二
四
年
九
月
二
十
一
日
（
土
）
に
、
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館

の
共
催
で
、
横
浜
市
の
文
学
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

十
三
時
に
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
館
長
で
あ
る
荻
野
ア
ン

ナ
氏
に
よ
る
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
以
下
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
通
り
、
三
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
、
國
學
院
大
學
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
の
太
原
正
裕
氏
、

関
東
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
の
神

谷
光
信
氏
、
金
沢
大
学
の
飯
島
洋
氏
が
登
壇
し
、
最
後
に
総
会
が

行
わ
れ
た
。
大
会
進
行
役
は
長
崎
純
心
大
学
の
池
田
静
香
氏
、
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
増
田
斎
が
担
当
し
た
。 

  

     

 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
研
究
発
表
】 

 
 

① 

日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
遠
藤
周
作 

―

「
宗
教
的
な
も
の
」
と
し
て
の
文
学―

 

 

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程 

田
口 

哲
郎 

司
会 

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ 

今
井 

真
理 

② 

『
沈
黙
』
に
お
け
る
長
崎
言
葉
の
由
来 

～
『
沈
黙
』
を
解
剖
す
る
～ 

長
崎
大
学
名
誉
教
授 

増
崎 

英
明 

司
会 

星
美
学
園
短
期
大
学 

武
田 

秀
美 

③ 

作
家
と
文
体 

―

遠
藤
周
作
の
場
合―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

南
山
大
学 

金 

承
哲 

司
会 

山
梨
英
和
大
学
名
誉
教
授 

川
島 

秀
一 

 

遠
藤
周
作
学
会 

会
報 

二
〇
二
四
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会 

総
会
報
告 

事
務
局
よ
り 
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】 

小
説
家
、
遠
藤
周
作
の
誕
生―

フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
文
壇
で
の

地
位
の
確
立
ま
で
（
一
九
五
〇
年
代
、
二
七
歳
～
三
四
歳
） 

① 

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
パ
ス
ト
ル
先
生
の
影
を
追
っ
て 

 
 

國
學
院
大
學
短
期
大
学
非
常
勤
講
師 

太
原 

正
裕 

② 

遠
藤
周
作
と
村
松
剛 

―

同
人
誌
『
批
評
』
と
日
本
文
化
会
議
を
中
心
に―
 

関
東
学
院
大
学 

神
谷 

光
信 

③ 

『
海
と
毒
薬
』
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
と
傷
痕 

金
沢
大
学 

飯
島 

洋 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会 

南
山
大
学
非
常
勤
講
師 

 
北
田 

雄
一 

 

遠
藤
周
作
学
会
代
表
の
山
根
道
公
氏
の
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
学
会
総
会
を
も
っ
て
、
全
国
大
会
の
日
程
を
終

了
し
た
。
そ
の
後
は
、
ポ
ー
ト
ヒ
ル
横
浜
に
て
懇
親
会
が
設
け
ら

れ
た
。
立
食
形
式
で
の
懇
親
会
は
、
二
〇
一
九
年
度
以
来
で
あ
り
、

発
表
者
を
囲
ん
で
互
い
に
懇
親
を
深
め
た
。 

 

【

総

会

】 
 

先
行
し
て
、
役
員
会
は
九
月
十
四
日
（
土
）
二
〇
時
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
行
わ
れ
た
。
総
会
の
議
長
は
、
事
務
局
長
代
行

と
し
て
笛
木
美
佳
副
代
表
が
担
当
し
、
報
告
・
計
画
の
説
明
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
二
〇
二
三
年
度
事
業
報
告
が
な
さ
れ
た
。
内

容
は
次
の
と
お
り
。 

◆
 

第
十
七
回
二
〇
二
三
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大

会
を
昭
和
女
子
大
学
に
て
開
催
。
併
せ
てZ

o
o
m

ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
実
施
。

対
面
で
は
三
十
一
名
（
う
ち
会
員
外
五
名
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
一
〇
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
十
七
号
発
行
。 

第
十
七
号
は
五
篇
の
論
稿
、
三
篇
の
書
評
、
佐
藤
ま

ど
か
氏
に
よ
る
研
究
展
望
を
収
録
。
会
員
数
は
、
二

〇
二
四
年
九
月
時
点
で
九
十
八
名
。 

◆ 

笛
木
美
佳
副
代
表
（
事
務
局
長
代
行
）
に
よ
り
二
〇

二
三
年
度
の
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、
太
原
正
裕
会
計

監
査
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
二
〇
二
四
年
度
事
業
計
画
が
示
さ
れ
た
。
内
容

は
次
の
通
り
。 

◆ 

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
学
術
交
流
会
を
、
二
〇
二
四
年

九
月
二
十
九
日
（
土
）
一
〇
時
半
か
ら
十
二
時
ま

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
て
、
特
別
顧
問
ヴ
ァ
ン
・



 - 3 - 

ゲ
ッ
セ
ル
氏
と
山
根
道
公
代
表
と
の
対
談
形
式
に

て
開
催
。
本
企
画
は
、
今
後
も
継
続
し
て
行
う
。

次
年
度
は
、
中
国
・
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
の
遠
藤
文

学
研
究
者
と
の
意
見
交
換
を
予
定
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
次
号
（
第
十
八
号
）

は
今
回
の
発
表
者
の
原
稿
を
掲
載
予
定
。 

◆ 

二
〇
二
五
年
度
の
大
会
は
、
京
都
外
国
語
大
学
に
て

開
催
予
定
。
次
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
九
五

〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
前
半
を
対
象
と
し
、

人
々
の
苦
し
み
や
悲
し
み
に
寄
り
添
う
同
伴
者
の

追
求
に
つ
い
て
等
を
テ
ー
マ
と
し
、
企
画
予
定
。
な

お
、
大
会
開
催
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
大
学

事
情
、
台
風
の
襲
来
状
況
を
鑑
み
て
、
時
期
の
見
直

し
を
役
員
会
で
検
討
中
。 

◆ 

事
務
局
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
事
務
局

長
の
仕
事
か
ら
会
計
を
分
離
独
立
さ
せ
、
新
た
に

会
計
係
を
設
け
る
方
向
に
な
っ
た
。 

◆ 

連
携
担
当
役
員
今
井
真
理
氏
よ
り
、
二
〇
二
四
年
九

月
二
十
八
日
（
土
）
に
慶
應
義
塾
大
学
に
て
行
わ
れ

る
「
二
〇
二
四
周
作
忌
」、
二
〇
二
五
年
度
遠
藤
周
作

文
学
館
の
展
示
に
関
す
る
案
内
が
な
さ
れ
た
。 

◇ 

事
務
局
よ
り 

▼
第
十
八
回
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
対
面
実
施
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
通
信
環
境
の
関
係
上
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
場
に
は
会
員
外
の
参
加
者

も
多
く
集
い
、
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
丘
の
上
か
ら
横
浜

港
が
一
望
で
き
る
風
光
明
媚
な
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
て
、

フ
ラ
ン
ス
留
学
期
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
で
き
た
こ

と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
の

方
々
を
は
じ
め
、
大
会
運
営
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全
国
大
会

運
営
委
員
の
笛
木
美
佳
氏
、
香
川
雅
子
氏
、
そ
し
て
お
手
伝
い
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
今
回
の
大
会
の
研
究
発
表
は
、
三
名
の
発
表
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。『
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
の
問
題
』
、『
沈
黙
』
、
そ
し
て
遠

藤
文
学
全
体
の
文
体
論
な
ど
、
三
者
と
も
、
作
家
論
的
な
観
点
か

ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
充
実
し
た
内
容
が
、
機
関
誌
に

ま
と
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
遠
藤
周
作
の
生
涯
を
段
階
的
に
捉
え
る
た
め
に
企
画
さ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
第
二
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
一
九
五
〇
年
代
を
中
心
と
し
、
遠
藤
周
作
が
小
説
家
と
し
て

台
頭
し
て
い
く
変
遷
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
北
田
雄
一

氏
が
遠
藤
の
年
譜
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て
く
だ
さ
っ
た
後
、
太
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原
正
裕
氏
が
、
遠
藤
と
親
交
の
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
パ
ス

ト
ル
の
来
歴
や
功
績
な
ど
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
次
に
、

神
谷
光
信
氏
は
、
批
評
家
の
村
松
剛
と
の
交
友
を
手
掛
か
り
に
、

遠
藤
の
保
守
派
知
識
人
と
し
て
の
側
面
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
飯
島
洋
氏
は
『
海
と
毒
薬
』
を
主
な
分
析
対
象
と

し
、
戦
争
体
験
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
い

る
の
か
、
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
活
発
な
質
疑
応
答
が
展
開
さ

れ
、
大
変
実
り
の
あ
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

▼
遠
藤
周
作
命
日
の
九
月
二
九
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
学
術
交

流
会
が
実
施
さ
れ
、
対
面
の
大
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
海
外
の

会
員
を
は
じ
め
二
十
名
近
い
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
ヴ
ァ
ン
・

ゲ
ッ
セ
ル
氏
か
ら
、
遠
藤
作
品
の
翻
訳
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
英
語

圏
の
研
究
動
向
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
話
題
を
ご
提
供
い
た
だ

き
、
大
変
充
実
し
た
対
談
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

▼
機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
十
八
号
の
投
稿
論
文
を
募
集
し

ま
す
。
投
稿
申
し
込
み
は
、
十
二
月
末
ま
で
に
事
務
局
へ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
機
関
誌
の
最
後
に
あ
る
投
稿
規
定
を
ご
覧
の
う
え
、

会
員
の
方
々
の
意
欲
的
な
投
稿
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
次
回
の
研
究
発
表
の
申
込
み
の
締
め
切
り
は
、
全
国
大
会
開
催

日
程
に
合
わ
せ
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

▼
次
回
の
大
会
は
、
京
都
外
国
語
大
学
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
第
三

回
目
と
な
り
ま
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
六
〇
年
前
半
を
対
象
と
し
、
人
々
の
苦
し
み
や
悲
し
み
に
寄

り
添
う
同
伴
者
の
追
求
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
企
画
を
行
う
予
定
で

す
。
多
く
の
学
会
員
が
集
い
、
充
実
し
た
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、

盛
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

▼
機
関
誌
の
「
遠
藤
周
作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
」
は
、

引
き
続
き
、
佐
藤
ま
ど
か
氏
が
担
当
さ
れ
ま
す
。
遠
藤
周
作
に
関

す
る
会
員
の
方
々
の
論
文
は
も
ち
ろ
ん
、
入
手
で
き
た
参
考
文
献

に
つ
い
て
の
情
報
を
、
佐
藤
氏
に
直
接
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（E
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a
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）。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
参
考
文
献
目
録
に
つ
い
て
遺
漏
の
あ
る
場
合
も
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
文
責 

会
報
担
当 

増
田
斎
） 

    
遠
藤
周
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学
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